
キャリア支援室長）



高知工業高等専門学校

国立５１高専の一つ。1962年に私立高知高専とし
て設立、翌年国立に移管し、現在創立65年目。高

知県中部の南国市に所在。敷地は学寮、運動場、
校舎含め約10万㎡。土佐湾に面した高知龍馬空
港、物部川河口に隣接する。本科839人（男591
人、女248）、専攻科35人が在籍。

少子化・社会変化…課題発見力・解決力・地域協働

2016年に電気、機械、化学、土木建築の４

学科制から、「ソーシャルデザイン工学科」
１科制に改組した。

複合的な知識や技術を習得して変化する
社会で活躍できる人材育成を目指している。



5年・7年一貫
の高等教育機関

工学に関する

幅広い専門知
識を習得して
社会へ

「教育」
「研究」
「社会貢献」
3つの機能
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高知県全域をフィールドとした５年間一貫の社会実装教育

全国高専と類似しているようにみえるが…

ソーシャルデザイン工学科は、
地域での社会実装に重きを置いた
高知県だからできる特徴的なキャリア教育を実施

社会課題✗工学 ⇒ 学生のキャリア支援

「課題先進県高知」
高齢化率２位、空き家率２位、限界集落発祥の地
南海トラフ地震、中山間直接支払制度、集落活動センター…

全国に先駆けて起きている社会課題を学び考える

→ 工学の知識や技術が社会の中でどう活かせるか、
工学で社会のために何ができるかを、地域の企業や
団体から学び、社会実装をしながら考える
５年一貫のキャリア教育プログラム
（地域課題を教育資源に、実践型技術者の育成）

2026年4月1日愛媛新聞

https://www.ehime-np.co.jp/article/prtimes87072

改組10年の取り組み
「高知県全域をフィールドとした5年間一貫・
全学生必修の社会実装教育の構築と実践」

第30回（2025年度）工学教育賞（業績部門）を受賞
（公益財団法人日本工学教育協会）
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地方紙記者として16年間、高知の社会
課題の最前線を取材。農山漁村史（里
山工学）の研究者でもあり、市民団体
の事務局長を歴任してきた報告者や地
域で活動する人たちが授業。

高知の現場から考える

SD入門

SD基礎

地域学



11

地域協働演習

社会実装型キャリア教育の核
「地域協働演習」

・2024年度、4年「地域協働演習」を
選択科目から必修化

・地域企業・自治体から「本気の社会課題」
を公募し、4~6名の学生チームが地域と連
携し、1年かけて課題解決に挑む

・オール教員でチーム支援（2025年度・36名）

・チーム数、連携団体増



12

学生のキャリア教育の学びを形に 年度別「実践報告書」の発刊（2025年度～）
1～4年生・640人が取り組んだ社会課題解決の成果を記録・公開

・コンテスト応募の作品なども収録

・社会課題の学び、社会実装の経験を形
にすることで、キャリアの見える化

・学びが形になることでの意欲向上



１～３年次のキャリア形成支援

①学習記録簿「大福帳」の導入

・「大福帳」江戸時代から日本人が、記録・振り
返りに使ってきたポートフォリオ。
・コンパクト収納、紙をいくらでも足せる、裏に
家訓（好きな言葉）を書いてやる気アップ。

・キャリア授業でレポート用紙として使用

・ライフランチャートの作成、ライフスタイル・
学習スタイルの把握を、アナログ記録していく

・白い紙に書くことで、デザイン力・分かりやす
く伝える力も養う。大福帳選手権。

今後のソーシャルデザイン工学科―キャリア支援への模索

10年前の改組、蒔いたキャリア教育の種が実り始める
（地域課題を教育資源に、実践型技術者の育成）

「教育」「社会貢献」の次は「研究」

②5年卒業研究への展開

・地域協働演習成果の「研究」への昇華例が少ない
・研究の成果が、将来の開発や起業といった創造的
な未来へつながる

・地域協働演習の成果を論文化

・地域協働演習テーマを、工学✗社会課題の卒業研究で深化

・卒業後のキャリアと結び付けた実践研究

過疎地の多機能SSの研究 ドローンと地名を使った災害リスク研究







高知県全域をフィールドとした５年間一貫の社会実装教育

社会実装型教育の体現
積極的に地域へ出向き、地元企業や団
体と連携して課題解決を促進

充実した装備と機能
車内には、工具、バッテ
リー、調査用具、折り畳

み机も装備

専用車両の導入
地域活動の拠点としてラッピング
した車両をフィールドワークに投入

調査現場のライブ配信
山間地の空き家を対象に

実地調査を施

ビデオ遠隔による
リアルタイム指導

遠隔地の学生と学内の教員
をオンラインで接続

地域に根差した活動成果

里山資源を生かした「草木染雑貨」の販売
外来植物を使った草木染雑貨を販売して生態系保全の
啓発を訴える班では高知市のオーガニックマーケット

への出店車両として利用

空き家および里山フィールド調査
デジタルデータの利活用

GPSログを活用して調査地点の位置情報を記録

移住体験ツアーでのワーショップ
東京での移住イベントに参加し、ニーズ
を把握「移住体験ツアー」を企画・実施

学校

現地

専門教員が学内から遠隔地の学生にリアルタイムで指
示を出すことで、教員の移動時間をゼロにしつつ、調

査品質を担保

実施報告書

周知用パンフ
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